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正会員数 899名　賛助会員 45個人・51団体（６月末現在）
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P7	 安全・適正就業強化月間
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	 　表紙用写真の募集について
P8～9	 会員のひろば
P9	 感謝状を受賞しました
P10	 地域紹介「わが街自慢」
P11	 就業会員を訪ねて
	 新入会員紹介
P12	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

号 （公社）山形市シルバー人材センター広報部会

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

長瀬理事長挨拶（広報部撮影）
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平
成
二
十
七
年
度
定
時
総
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上

げ
ま
す
。

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
か
ら
四
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
会
員
の

皆
様
と
共
に
、
安
全
・
適
正
就
業
の
徹

底
を
図
り
な
が
ら
事
業
の
さ
ら
な
る
進

展
に
向
け
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
会

員
数
や
受
注
実
績
も
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も

偏
に
会
員
の
皆
様
並
び
に
賛
助
会
員
の

皆
様
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
理

解
、
ご
指
導
の
賜
物
と
ま
ず
も
っ
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
が
一
層
進
展
し
、
山
形

市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
二
十
五
年
十

月
で
は
二
十
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
十
年
後
の
二
〇
二
五
年
に
は

三
十
％
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
全
国
的
に
も
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
会
員
数
は

依
然
と
し
て
減
少
又
は
伸
び
率
が
鈍
化

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
五
カ
年
を
期
間
と
す
る
「
新
中
期

事
業
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
の
高
年
齢
者
自
ら
が
主
体
的
に
連

携
し
、
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
う
こ

と
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ

満
足
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
、

事
業
の
社
会
性
を
高
め
、
質
的
向
上
と

量
的
拡
大
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
て
、
生
涯
現
役
を
望
む
高
年
齢
者
に

就
業
の
場
と
、
社
会
参
加
や
仲
間
と
の

集
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
年
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
や
健
康

の
維
持
・
増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
で
は
、

高
年
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

就
業
を
確
保
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環

境
と
し
て
、
昨
年
に
は
大
型
家
電
量
販

店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
大
変

厳
し
い
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
国
の
補
助
金
で
は
、
平
成
二
十
七

年
度
か
ら
従
来
の
運
営
費
・
人
件
費
に

係
る
部
分
が
削
減
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
派

遣
事
業
や
現
役
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
の
事

業
費
部
分
に
増
額
さ
れ
る
な
ど
、
経
済

的
に
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
請
負
事
業
に
つ
い
て
は
、

戦
略
的
な
企
業
訪
問
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
た
結
果
、
新
規
受
注
開
拓
が
奏
功

し
、
実
績
が
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
イ
チ
イ
チ
運
動
と
と
も
に
、

会
員
拡
大
と
新
規
受
注
開
拓
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
精
神
に

則
り
、
一
層
の
機
能
強
化
と
効
率
的
な

事
業
運
営
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公

益
社
団
法
人
と
し
て
高
齢
者
並
び
に
地

域
社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
シ

ル
バ
ー
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て

関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

平成27年度定時総会あいさつ 理事長
　長　瀬　洋　男

１．役員表彰（２名）
　役員として、２期以上にわたりセンタ－発展に多大
なる貢献し、退任される方
職　名 氏　　名 職　名 氏　　名

理　　 事 矢代　鉄也 監　　 事 柿本　青史
２．正副班長及び組長表彰（９名）
　地区班正副班長及び組長として、５年以上在任し、
退任される方
地区名 氏　　名 地区名 氏　　名
西 樋口　健一 滝　 山　 １ 村上　　實

第 ８ 佐藤　敏弘 滝　 山　 １ 板垣　昌夫
千 歳 遠藤　修一 南　 沼　 原 柏倉　弘治
飯塚・椹沢 山川　　隆 西　　　 部 鈴木　和男
滝　 山　 １ 高嶋　兼治
３．会員表彰（65名）
　会員として、５年以上在籍し、積極的に就業に励み、
その業績が顕著であり、正副班長の推薦を受けた70歳
を超えた方
地区名 氏　　名 地区名 氏　　名

第　　　 １ 大和　壽一 千 　 歳 井上　茂子
第　　　 １ 國井　　勲 東　　　 沢 山田　正男
第　　　 ２ 澤村　勇一 滝　 山　 １ 浅野キクヨ
第　　　 ２ 板垣　　豊 滝　 山　 １ 相澤　忠志
第　　　 ２ 花輪多恵子 滝　 山　 １ 高橋　道男
第　　　 ２ 鈴木　靖子 滝　 山　 ２ 本田　汎勇

第　　　 ２ 仲野　吉雄 金　　　 井 佐藤　清一
第　　　 ２ 粕谷　浩司 金　　　 井 清野　政直
第　　　 ４ 長谷川德治 金　　　 井 佐藤　和男
第　　　 ５ 山川　良男 金　　　 井 田中　　健
第　　　 ６ 山田　孝征 金　　　 井 田中　秀幸
第　　　 ６ 村上　清志 金　　　 井 阿部健次郎
第　　　 ７ 金子　　功 金　　　 井 伊沢　　進

西 伊藤新次郎 金　　　 井 田中　靖子
西 渡辺美沙子 金　　　 井 五十嵐日出夫

第　　　 ８ 鈴木　敏世 金　　　 井 後藤　信夫
第 　 　 10 武田智恵子 大　　　 郷 渡邉　一男
第 　 　 10 草苅　順子 蔵　　　 王 深瀬　恵子
第 　 　 10 今野　正巳 蔵　　　 王 井上　辰男
第 　 　 10 阿部　晃一 蔵　　　 王 小野多枝子
鈴　 川　 １ 小野寺詔雄 南山形・本沢 塩野　邦雄
鈴　 川　 １ 臼井　　勲 南山形・本沢 髙橋　正博
鈴　 川　 ２ 加藤　芳男 南　 沼　 原 長峰　侑子
鈴　 川　 ３ 渡辺　志朗 南　 沼　 原 百瀬千恵子
鈴　 川　 ３ 佐藤　　盛 南　 沼　 原 佐々木友重
鈴　 川　 ３ 會田　　満 南　 沼　 原 遠藤　敏和
鈴　 川　 ３ 池田　儀政 南　 沼　 原 小林　　誠
鈴　 川　 ３ 村上　幸二 南　 沼　 原 金澤　良光
鈴　 川　 ３ 佐藤　征紀 南　 沼　 原 佐々木　守
鈴　 川　 ３ 鈴木　洋一 南　 沼　 原 岸　　清司
鈴　 川　 ３ 国分　英雄 南　 沼　 原 荒井　匡弘
千　　　 歳 佐藤　三夫 西　　　 部 結城　義弘
千　　　 歳 井上　道也

感謝状受賞者名簿
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積極的な新規就業開拓により、契約金額は２千362万７千円増
　日本は、過去60年間で平均寿命が25年も延びており、世界に先駆けて「長寿高齢社会」を迎え、2025年
（平成37年）には「人生90年時代」が到来することになります。全国的にシルバー人材センターの新規会員
数及び契約金額が減少している中、全国シルバー人材センター事業協会では、当センターで取り組んできた
１：１（イチイチ運動）をモデルとして、「会
員の拡大」「就業機会の拡大」の全国運動に取
り組むことになりました。
　このような中、当センターの平成26年度末の
正会員数は過去２年間の増加傾向から一転して
減少に転じましたが、契約金額は積極的な新規
就業開拓により増加しました。
　平成26年度末の正会員数は、21人減の959と
なりました。契約金額は、新規就業開拓に積極
的に取り組んだことにより、23,627千円増の３億８千302万４千円、就業延人員は6,891人増の126,616人、受
託件数は4,403件と昨年度より軒並み増加しました。（詳しくは平成27年度定時総会議案書をご参照くださ
い。）

職 群 毎 事 業 実 績

年度別会員数の推移

平成26年度　事業実績報告

平成26年度事業実績
項目 26年度実績 25年度実績 比較

正会員数 959人 980人 ▲21人
契約金額 383,024千円 359,397千円 23,627千円
就 業 延
人 数 126,616人 119,725人 6,891人

受託件数 4,403件 4,362件 41件
派遣事業
契約金額 26,946千円 35,597千円 ▲8,651千円
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会員増と就業機会の拡大、安全就業を重点課題に
　全国シルバー人材センター事業協会に設置された「シルバー人材センター事業のあり方に関する検討会第
二次報告書」において提言されていますが、シルバー事業が急増する高齢者の受け皿としての機能を十分果
たし、「社会の支え手」を実践できるよう検討・実施していくことが重要になっていくと考えられます。
　しかしながら、リーマンショックに端を発した経済不況は、依然として地方経済に暗い影を落としており、
アベノミクスによる景気浮揚策も恩恵を実感できない状況が続いています。また、相次ぐ補助金の削減と重
なって、当センターを取り巻く経営環境は改善されない状況にあります。こうした中、当センターでは平成
27年度から５カ年の「新中期事業計画」を策定し、基本理念である「自主・自立、共働・共助」を堅持しつ
つ、一層の機能強化と効率的な事業運営を推進していかなければなりません。
　今年度は、公益社団法人として、高齢者並びに地域社会の期待に応えられるよう次の８つの事項を重点に
事業に取り組んでまいります。
（事業計画や予算等、詳しくは平成27年度定時総会議案書をご参照ください。）

１．新入会員増と退会会員減少の防止策への取組み
２．受注作業の迅速化
３．就業機会の拡大と受注件数の増加　　
４．会員組織の充実と活性化
５．子育て支援事業への取り組み　　
６．安全就業推進体制の強化
７．公益社団法人としての機能強化
８．経営の効率化と財源の確保

平成27年度年間事業計画重 点 課 題

事 業 収 入 内 訳平成27年度予算（収入総額）   

平成27年度　課題と事業予算

４月 自転車即売会
５月 自転車即売会
６月 平成27年度定時総会、世話役会、自転車即売会

７月 全国安全就業強化月間、安全標語募集
安全パトロール、自転車即売会

８月 安全講習会、自転車即売会

９月 清掃奉仕活動、世話役会、新入会員研修会
地区研修会、自転車即売会、バザー

10月 全国普及啓発促進月間、自転車即売会
11月 創作品展示即売会
12月 ブロック研修会、世話役会
１月
２月 新入会員研修会
３月 世話役会

総予算
414，494千円

事業収入
387,600千円

補助金収入　21,880千円
その他　52千円会費収入　3,173千円

労働者派遣事業収入　1,789千円

合計
387，600千円

管理群
198,624千円
管理群

198,624千円
一般作業群
153,287千円
一般作業群
153,287千円

事務整理群　5,400千円
技能群　21,000千円

折衝外交群　1,360千円折衝外交群　1,360千円
独自事業　640千円独自事業　640千円
技術群　69千円技術群　69千円

サービス群　4,520千円
子育て支援　2,700千円
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田　

せ
つ
子

○　

佐　

藤　

美
紀
子

　
　

塩　

野　

美
智
子

　
　

鈴　

木　

靖　

子

　
　

古　

林　

キ
ヨ
子

　
　

佐　

藤　

久　

子

　
　

安　

達　

つ
や
子

◎　

樋　

口　

健　

一

○　

会　

田　

健　

治

　
　

武　

田　

忠　

征

　
　

平　

吹　

誠
太
郎

　
　

金　

子　

ミ
ツ
子

　
　

成　

田　
　
　

巌

　
　

山　

﨑　

正　

弘

　
　

宮　

林　

義　

美

　
　

長　

瀬　

恵　

子

　
　

栗　

原　

浩　

一

理　
事　
会理

事
長
（
代
表
理
事
）

長　

瀬　

洋　

男
（
市
推
薦
）

副
理
事
長
（
代
表
理
事
）

鈴　

木　

健　

一

（
第
十
地
区
）

常
務
理
事（
業
務
執
行
理
事
）

笹　

原　

信　

之
（
市
推
薦
）

理
事

鞠　

子　

克　

己
（
市
推
薦
）

理
事

栗　

原　

浩　

一

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
）

理
事

石　

澤　

裕　

吉

（
市
都
市
振
興
公
社
推
薦
）

理
事

鈴　

木　

洋　

一

（
鈴
川
三
地
区
）

理
事

山　

川　

良　

男

（
第
五
地
区
）

理
事

加　

藤　

芳　

男

（
鈴
川
二
地
区
）

理
事

小　

林　
　
　

誠

（
南
沼
原
地
区
）

理
事

遠　

藤　

修　

一

（
千
歳
地
区
）

理
事

村　

田　

せ
つ
子

（
第
二
地
区
）

理
事

佐　

藤　

美
紀
子

（
第
六
地
区
）

理
事

樋　

口　

健　

一
（
西
地
区
）

理
事

会　

田　

健　

治

（
東
沢
地
区
）

《総務部会》《事業部会》

《広報部会》《女性部会》《安全就業推進委員会》

新
役
員
紹
介
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地
区
世
話
役

会
員
互
助
会
幹
事

会　

長�

阿　

部　

一　

雄

　
　
　

�

（
鈴
川
三
地
区
）

副
会
長�

遠　

藤　

良　

雄

　
　

�

　

（
第
五
地
区
）

幹
事
長
兼
会
計
担
当

�

會　

田　

千
嘉
子

　

�

　

（
鈴
川
三
地
区
）

幹　

事�

阿　

部　

健
次
郎

�

（
金
井
地
区
）

幹　

事�

山　

川　

良　

男

　
　

�

（
第
五
地
区
）

幹　

事�

伊　

東　

義　

雄

�

（
第
六
地
区
）

幹　

事�

長　

澤　

榮
三
郎

�

（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

幹　

事�

小　

林　

桂　

子

�

（
鈴
川
二
地
区
）

幹　

事　

�

塩　

野　

邦　

雄

　

�

（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

幹　

事�

會　

田　

敏　

男

　
　
　

�

　
　

（
蔵
王
地
区
）

監　

事�

五
十
嵐　

由　

子

�

　
　
　

（
第
六
地
区
）

監　

事�

升　

谷　

光　

悦

�

　
　

（
南
沼
原
地
区
）

会
員
互
助
会
顧
問
・
相
談
役

顧　

問�

長　

瀬　

洋　

男

�

　
　

（
理
事
長
）

相
談
役　

�

笹　

原　

信　

之

�

（
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

飯
塚
・
椹
沢

千

歳

鈴

川

三

鈴

川

二

鈴

川

一

第

十

第

九

第

八

西

第

七

第

六

第

五

第

四

第

三

第

二

第

一

地 

区 

名

相
沢　

英
章

井
上　
　

隆

渡
辺　

志
朗

武
田　

忠
征

大
滝　
　

守

石
塚　
　

惇

水
留　

廣
秋

丹
野　

碩
哉

古
郡
興
二
郎

渡
辺　
　

彰

伊
東　

義
雄

佐
藤　

武
則

明
石　
　

務

清
水　
　

勇

松
田　
　

裕

齋
藤　

孝
男

班　

長

安
達　
　

寛

鑓
水　

藤
也

藤
田　
　

清

森　
　

征
逸

太
田　

正
樹

上
谷　

一
郎

高
橋　

直
義

鈴
木　

敏
世

細
谷　

孝
司

遠
藤　

勝
廣

村
上　

清
志

廣
井　

豊
雄

長
谷
川
德
治

武
田　
　

弘

東
海
林
正
良

大
和　

壽
一

副
班
長

長
南　

幸
二

佐
藤
美
枝
子

稲
村　

秀
韶

後
藤　

静
夫

杉
澤　

輝
男

小
笠
原
重
義

庄
司　
　

豊

吉
田　

凌
逸

緒
形　

三
郎

阿
部　
　

丞

鈴
木　

荘
一

武
田　

教
祐

狩
野　

敏
男

新
野
紀
美
雄

會
田　

史
郎

吉
永　

二
郎

村
上　

宏
治

茅
野　
　

勲

鈴
木　
　

曉

丸
山　

正
弘

志
田　
　

正

伊
藤　
　

忠

志
鎌　

一
夫

豊
川　
　

覚

吉
田　

久
雄

佐
藤　

輝
夫

組　

長

西

部

南

沼

原

南
山
形
・

本

沢

蔵

王

楯

山

山
寺
・
高
瀬

大

郷

金

井

出
羽
・
明
治

滝

山

二

滝

山

一

東

沢

地 

区 

名

結
城　

義
弘

船
山　

三
男

塩
野　

邦
雄

今
野　

久
子

工
藤　

俊
二

大
場　

昭
美

伊
藤　

卓
二

今
田　

一
夫

漆
山　

敏
男

沼
沢　

久
雄

菅
野　

好
和

矢
代　

鉄
也

班　

長

渡
辺　

和
夫

佐
々
木　

守

長
澤　

勝
紘

土
屋　

利
光

髙
橋　

孝
信

安
孫
子
眞
一

渡
邉　

一
男

會
田　

文
雄

石
原　

一
夫

宮
崎　

尚
之

山
口　

重
雄

江
口　

矩
雄

副
班
長

向
田　

利
男

須
貝　

國
男

宍
戸　

良
一

岸　
　

清
司

渡
辺　

正
明

吉
田　
　

正

芳
賀　
　

清

鈴
木　

正
孝

渡
辺　

三
吉

三
部　

巳
郎

小
川　
　

孝

樋
口　
　

猛

横
山　
　

重

南　
　

荘
介

大
宮　

和
彦

板
垣
恊
五
郎

稲
村　

勝
美

樋
口　

俊
樹

結
城　

正
弘

永
沢　

慶
次

青
木　

成
之

古
林
キ
ヨ
子

本
木　

康
晴

岩
城　

博
範

菊
地　

一
郎

相
澤　

忠
志

川
島　

富
隆

組　

長

理　

事　
　
　

井　

上　

幸　

弘

理　

事　
　
　

矢　

代　

鉄　

也

理　

事　
　
　

上　

谷　

一　

郎

監　

事　
　
　

柿　

本　

青　

史
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安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

安
全
就
業
推
進
委
員
会　

委
員
長　

樋
　
口
　
健
　
一

会
報
「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」

　

表
紙
用
写
真
の

　
　
　
　
　
　

募
集
に
つ
い
て

　

前
年
度
、
目
標
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
三
件
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

（
就
業
中
の
怪
我
二
件
・
損
害
事
故
一

件
）
何
れ
も
物
を
運
搬
す
る
際
に
発
生
し

た
事
故
で
し
た
。
今
後
、
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
各
地
区
班
及
び
職
群
班
と
も

連
携
協
力
し
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
発
生

し
た
事
故
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
就
業
中

及
び
通
勤
時
の
事
故
件
数
が
相
変
わ
ら
ず

増
加
傾
向
に
あ
り
、
中
に
は
重
篤
事
故
に

つ
な
が
っ
た
事
例
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
は
「
全
国
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
と
し
て
一
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
の
間
、
全
シ
協
・
県
連
合
会
・
各

地
区
Ｓ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
強
化
月
間

中
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
事
項
】

一
、
安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

二
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の
推
進

　

・�

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
・
不
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施

　

・�

安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹
底

（
安
全
帽
・
安
全
帯
等
の
装
着
）

　

・�

機
械
器
具
・
安
全
保
護
具
の
点
検
整

備

　

・
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
徹
底

三
、
安
全
意
識
の
高
揚
策
の
充
実

　

・�

安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品
の
表

彰

　

・
安
全
に
対
す
る
体
験
発
表
会
の
開
催

　

・�

「
安
全
就
業
推
進
委
員
会
だ
よ
り
」

の
発
行
で
事
故
防
止
の
喚
起

四
、
会
員
の
健
康
管
理
意
識
高
揚
と
し
て

　

総
合
健
診
の
受
診
を
推
奨

五
、
就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

　

・�

交
通
安
全
講
習
会
及
び
交
通
安
全
対

策
の
徹
底

　

・�

徒
歩
・
自
転
車
・
バ
イ
ク
で
の
事
故

防
止
の
徹
底

　

「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」
の
表
紙
用
写

真
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
是
非
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
写
真

　

年
四
回
の
発
行
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
季

節
を
あ
ら
わ
す
山
形
市
内
の
風
景
・
風
物

と
し
ま
す
。
例
え
ば
桜
並
木
や
紅
葉
、
街

並
み
、
地
域
の
祭
礼
や
行
事
な
ど
。

　

会
報
の
発
行
日
は
一
月
・
四
月
・
七

月
・
十
月
の
各
月
一
日
で
す
。

■
応
募
資
格

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

及
び
職
員

■
応
募
規
定

①　

山
形
市
内
の
風
景
・
風
物
に
限
定
し

ま
す
。

②　

カ
ラ
ー
写
真
と
し
、
Ｌ
サ
イ
ズ
か
ら

２
Ｌ
サ
イ
ズ
ま
で
と
し
ま
す
。

③　

画
像
デ
ー
タ
の
場
合
は
（
ｊ
ｐ
ｇ
）

の
様
式
と
し
ま
す
。

④　

被
写
体
の
人
物
が
明
ら
か
に
特
定
で

き
る
も
の
（
家
族
や
仲
間
の
写
真
を
含

む
）
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

⑤　

採
否
の
審
査
、
決
定
は
山
形
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
広
報
部
会
で
行
い

ま
す
。

⑥　

採
用
作
品
の
著
作
権
は
山
形
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
帰
属
し
ま
す
。

⑦　

応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
期
間

　

随
時
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。
会
報
発

行
日
の
一
カ
月
前
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

任
意
の
用
紙
に
地
区
名
、
会
員
番
号
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
撮
影
日
、
撮

影
場
所
、
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
を
記
入
の

う
え
、
作
品
と
一
緒
に
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

　

〒
九
九
〇
―
〇
八
二
八

　

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

　

山
形
テ
ル
サ
一
階

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局
「
会
報
表
紙
用
写
真
募
集
係
」

■
問
合
わ
せ
先

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

（
担
当
：
斎
藤
）

　

電
話　

〇
二
三
―
六
四
七
ー
六
六
四
七
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私
が
健
康
で
働
け
る
の
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
十
三
年
前
、
六
十
一
歳
の
と
き

急
に
全
身
の
倦
怠
感
に
見
舞
わ
れ
、
胸
が

締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
激
痛
が
走
り
、

狭
心
症
の
手
術
を
二
回
し
ま
し
た
。
一
回

目
は
血
管
に
ス
テ
ン
ト
を
挿
入
す
る
手
術

で
す
。
半
年
後
の
再
検
査
で
、
別
の
と
こ

ろ
に
所
見
が
あ
り
、
次
は
冠
動
脈
の
バ
イ

パ
ス
手
術
で
、
八
時
間
も
要
し
た
大
手
術

で
し
た
。
手
術
が
終
わ
っ
て
目
が
覚
め
、

家
族
や
親
戚
の
顔
が
見
え
た
時
は
、
涙
が

出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、

通
院
は
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
異
常
は
見

ら
れ
ず
、
健
康
で
元
気
に
生
活
し
て
い
ま

す
。
今
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
紹
介
で
、
大

型
店
の
カ
ー
ト
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
働
け
る
こ
と
は
、
気
持
ち
に
も
余

裕
が
で
き
、
息
子
や
娘
、
孫
が
遠
く
か
ら

遊
び
に
来
た
と
き
は
、
元
気
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
動
く
こ
と
で
体
力

や
筋
力
が
つ
き
、
毎
日
若
々
し
く
い
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
一
緒
に
働
く
仲
間
が
い

て
く
れ
る
の
で
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
に
感
謝
で
す
。

　

私
は
昨
年
の
十
月
に
剪
定
・
雪
囲
い
作

業
を
紹
介
さ
れ
、
晩
秋
の
雪
囲
い
か
ら
作

業
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
業
務
打
ち
合
わ
せ
で
先
輩
方
か

ら
雪
吊
り
作
業
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
自
宅
の
庭
で
は
吊
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
低
木
類
を
荒

縄
で
縛
っ
た
り
、
細
い
竹
で
囲
う
こ
と
は

慣
れ
て
い
ま
し
た
。
作
業
の
段
取
り
は
ベ

テ
ラ
ン
の
班
長
さ
ん
の
指
示
に
よ
り
ま
す
。

私
は
主
に
低
木
の
囲
い
作
業
を
任
さ
れ
、

雪
の
降
る
前
日
ま
で
に
予
定
さ
れ
た
業
務

は
終
了
し
ま
し
た
。
作
業
の
依
頼
者
は
高

齢
の
方
が
多
く
、
ま
た
来
年
も
お
願
い
し

た
い
と
い
う
話
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

夏
場
の
剪
定
作
業
は
、
自
宅
以
外
の
剪

定
は
行
っ
た
こ
と
が
無
い
の
で
少
々
心
配

で
す
。
庭
木
は
種
類
が
多
く
、
知
識
不
足

は
参
考
書
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
五
月
中
旬
か
ら
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
新
緑
の
中
で
の
作
業
は
気
分

爽
快
で
す
が
、
夏
の
暑
さ
が
心
配
で
す
。

　

た
だ
い
ま
は
、
先
輩
の
指
導
を
受
け
た

り
、
毛
虫
に
や
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
勉
強

中
で
す
。

　

私
の
パ
ソ
コ
ン
と
の
出
会
い
は
、
そ
れ

は
人
と
の
出
会
い
で
も
有
り
ま
し
た
。

　

現
役
当
時
、
社
内
の
文
書
は
す
べ
て
手

書
き
見
積
書
、
対
外
文
書
は
主
に
ワ
ー
プ

ロ
を
使
っ
て
い
た
く
ら
い
で
す
。
そ
ん
な

折
、
パ
ソ
コ
ン
好
き
な
友
人
が
そ
ば
に
つ

い
て
後
押
し
を
し
て
も
ら
い
、
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
友
人
宅
に
通

い
、
あ
る
時
は
自
宅
に
来
て
も
ら
っ
て
勉

強
し
ま
し
た
。

　

あ
の
時
友
人
が
、「
根
気
よ
く
教
え
て

く
れ
た
な
ぁ
」
と
思
っ
て
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
仕
事
で
は
、

会
議
資
料
作
成
、
デ
ー
タ
管
理
な
ど
、
パ

ソ
コ
ン
の
活
用
で
効
率
が
ア
ッ
プ
し
、
家

庭
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
旅
の
情
報
な

ど
見
な
が
ら
宿
の
手
配
と
、
自
己
管
理
と

し
て
毎
日
の
血
圧
・
歩
数
活
動
量
チ
ェ
ッ

ク
と
デ
ー
タ
入
力
し
、
体
調
管
理
に
も
役

立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
便
利
な
道
具
パ
ソ
コ
ン
は
、

生
涯
の
友
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
と
た
ん
、
自
分

は
あ
と
何
年
く
ら
い
の
余
命
が
あ
る
の
か

な
ァ
な
ど
と
、
こ
の
頃
つ
く
づ
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
の
こ
と
、
ふ
と
自
分
の
生
ま
れ

た
田
舎
の
こ
と
が
と
き
ど
き
想
い
出
さ
れ
、

約
六
十
五
、六
年
く
ら
い
前
の
小
中
学
生

の
こ
ろ
の
田
畑
や
川
原
で
の
水
遊
び
や
、

大
郷
地
区

�

伊
藤
　
　
功

健
康
が
一
番

滝
山
二
地
区

�

宇
井
　
昌
弘

パ
ソ
コ
ン
と
の
出
会
い

出
羽
・
明
治
地
区

�

庄
司
栄
三
郎

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
行
っ
て
み
て

蔵
王
地
区

�
栗
田
　
久
夫

た
だ
い
ま
勉
強
中
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魚
釣
り
な
ど
を
し
た
こ
と
が
な
つ
か
し
く

な
り
、
健
康
な
う
ち
に
一
度
そ
の
場
所
に

行
っ
て
み
た
く
な
り
行
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

そ
の
場
所
は
普
通
の
人
が
見
れ
ば
何
の

変
哲
も
な
い
た
だ
の
平
坦
な
土
地
で
、
田

と
畑
と
川
原
が
あ
る
だ
け
の
所
じ
ゃ
な
い

か
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
私

に
と
っ
て
は
、
想
い
出
が
山
ほ
ど
、
沢
山
、

沢
山
詰
ま
っ
て
い
る
本
当
に
価
値
あ
る
所

な
の
で
す
。

　

行
っ
た
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
本
当

に
気
分
の
よ
い
日
で
し
た
。
自
宅
か
ら
は

五
、六
キ
ロ
ぐ
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
車
で
は
な
く
自
転
車
で
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
私
の
実

家
に
行
き
家
の
人
に
私
の
気
持
ち
を
話
し
、

仏
壇
に
も
手
を
合
わ
せ
、
帰
り
に
は
村
は

ず
れ
に
あ
る
墓
地
へ
行
き
、
両
親
の
眠
っ

て
い
る
お
墓
に
お
参
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

昔
は
、
ど
の
家
も
ほ
と
ん
ど
が
茅
ぶ
き
、

土
壁
と
木
枠
の
窓
だ
っ
た
の
が
、
今
は
ト

タ
ン
ぶ
き
、
モ
ル
タ
ル
の
外
壁
と
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
に
建
て
替
え
ら
れ
、
道
も
砂
利
道

だ
っ
た
の
が
舗
装
さ
れ
両
側
は
Ｕ
字
溝
が

入
り
、
農
道
も
舗
装
さ
れ
て
お
っ
た
が
自

然
と
「
故
郷
の
廃
家
」
の
歌
が
思
い
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
日
中
く
ま
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
回
り
、

昔
遊
ん
だ
り
か
け
ず
り
ま
わ
っ
た
り
し
た

い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
の
行
動
が
本
当
に
具

体
的
に
、
き
の
う
の
こ
と
の
よ
う
に
想
い

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
々
も
関
東
方
面

や
県
外
に
就
職
さ
れ
た
り
、
ま
た
他
界
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

昼
頃
、
川
原
の
草
む
ら
で
握
り
飯
を
ほ

お
ば
り
な
が
ら
次
の
よ
う
な
詩
を
作
り
ま

し
た
。

・
な
つ
か
し
く　

故
郷
の
村
を　

歩
き
つ
つ

�

思
わ
ず
う
た
う
「
ふ
る
さ
と
」
の
歌
を

・
ふ
る
さ
と
の　

川
原
で
遊
ん
だ
子
供
の
頃
の

�

竹
馬
の
友
よ　

い
ま
ど
こ
に

　

帰
り
に
「
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ま
り
長
く

は
な
い
人
生
だ
か
ら
、
精
一
杯
長
く
、
精

一
杯
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
生
き
た
い
も
の

だ
」
と
、
そ
し
て
「
常
に
若
く
い
よ
う
・

健
康
で
い
よ
う
・
勉
強
も
し
よ
う
・
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興
味
を
持
と
う
」

と
思
い
な
が
ら
、
力
強
く
ペ
ダ
ル
を
踏
み

無
事
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
設
立
当
初
よ

り
北
山
形
駅
の
駐
輪
場
整
備
の
業
務

を
委
託
し
、
現
在
は
四
名
の
会
員
が

就
業
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
長
年
に

わ
た
り
、
北
山
形
駅
の
駐
輪
場
の
整

理
と
駅
舎
前
の
環
境
美
化
活
動
や
挨

拶
と
声
掛
け
に
よ
る
乗
車
マ
ナ
ー

向
上
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

「
明
る
い
鉄
道
環
境
づ
く
り
」
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
山
形
県
鉄

道
防
犯
連
絡
協
議
会
連
合
会
よ
り
感

謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
当
日
は
長
瀬
理
事
長
が
出

席
し
、
山
形
県
鉄
道
防
犯
連
絡
協
議

会
連
合
会
の
秋
元
会
長
よ
り
感
謝
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
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地域
紹介 パート

Ⅱわが街自慢

佐
藤　

敏
弘

船
山　

三
男

第

八

地

区

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
水
道
水
に
つ
い
て
ふ
れ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

山
形
自
動
車
道
蔵
王
Ｉ
Ｃ
近
く
馬

見
ヶ
崎
川
の
辺
り
、
松
林
に
囲
ま
れ

て
「
山
形
市
松
原
浄
水
場
」
が
あ
り

ま
す
。
大
正
五
年
に
給
水
が
開
始
さ

れ
、
平
成
十
八
年
に
全
面
改
築
さ
れ

て
耐
震
性
に
優
れ
た
浄
水

場
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

　

馬
見
ヶ
崎
川
上
流
の
蔵

王
ダ
ム
、
不
動
沢
ダ
ム
の

二
ヶ
所
と
場
内
の
地
下
水

か
ら
取
水
し
、
浄
水
処
理

後
松
原
、
熊
の
前
お
よ
び

鈴
川
の
各
配
水
場
か
ら
自

然
流
下
方
式
で
各
家
庭
へ

給
水
し
て
い
ま
す
。
市
内

の
東
部
、
南
部
の
四
十

パ
ー
セ
ン
ト
を
カ
バ
ー
し

て
い
ま
す
。
市
内
に
八
ヶ

所
の
浄
水
場
が
あ
り
ま
す

が
、
見
崎
浄
水
場
に
つ
い

で
二
番
目
の
大
き
さ
で
す
。

　

ま
た
昨
年
十
月
か
ら
は
、

蔵
王
ダ
ム
と
の
高
低
差
と
導
水
管
を

流
れ
る
水
を
利
用
し
て
、
小
水
力
発

電
を
行
っ
て
お
り
、
場
内
使
用
電
力

の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
ま
か
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

あ
ら
た
め
て
清
流
馬
見
ヶ
崎
川
の

恵
み
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
沼
原
地
区
は
、
古
く
は
条
里
制

の
遺
構
が
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
人
が
住

ん
で
い
た
地
域
で
あ
り
、
明
治
二
十

二
年
、
南
館
、
沼
木
、
吉
原
の
三
村

が
合
併
し
て
南
沼
原
と
な
っ
た
。
田

園
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
純
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
。
昭
和

三
十
六
年
、
土
地
区
画
整
理
が
始
ま

り
、
宅
地
化
が
進
み
、
現
在
で
は
、

南
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
出
店
す
る
な
ど
、
急
速
に

都
市
化
が
進
ん
だ
街
で
、
共

に
人
口
増
加
が
進
み
、
南
沼

原
小
学
校
は
県
内
屈
指
の

児
童
数
と
な
っ
た
。

　

南
沼
原
地
区
に
は
、
日
本

人
の
原
始
信
仰
で
あ
る
、
山

の
神
（
蔵
王
、
湯
殿
）、
水

の
神
、
木
の
神
、
田
の
神

（
稲
荷
さ
ま
）
な
ど
、
神
様

を
象
徴
す
る
神
社
、
石
仏
、

石
碑
、
地
蔵
さ
ま
な
ど
が
多

く
散
在
し
て
い
る
。
そ
の
中

の
神
明
神
社
は
南
館
に
あ

り
、「
お
神
明
様
」
と
し
て
、

富
の
中
、
高
堂
、
南
館
地
区

の
鎮
守
様
で
あ
り
、
地
区
民
の
信
仰

は
も
と
よ
り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富

の
中
地
内
に
あ
る
「
大
日
堂
」
は
、

地
区
民
よ
り
「
お
大
日
様
」
と
呼
ば

れ
千
年
以
上
の
歴
史
を
経
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
古
く
、
新
し
い
街
は
、

ま
さ
に
「
温
故
知
新
」
と
も
い
え
る

街
で
あ
る
。

南
沼
原
地
区

南館の「神明神社」

山形市松原浄水場
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第
一
地
区	

髙
橋　

利
晴

第
三
地
区	

大
泉　

宗
男

第
四
地
区	

齋
藤　

英
夫

第
五
地
区	

工
藤
江
里
子

第
六
地
区	

佐
藤　
　

明

	

鈴
木
源
治
郎

西

地

区	

斎
藤　

康
夫

	

平
山　

和
裕

	

川
合
仁
三
郎

	

鈴
木　

秀
子

	

樋
口　

和
美

第
八
地
区	

武
田　
　

満

	

高
橋　

和
子

第
九
地
区	

髙
橋
千
代
江

第
十
地
区	

柳
谷　

脩
一

鈴
川
一
地
区	

渡
辺　

重
子

鈴
川
三
地
区	

長
谷
川　

仁

	

佐
藤　

和
秀

	

後
藤　

周
子

千
歳
地
区	

佐
藤　

文
一

	

佐
藤　

衣
江

飯
塚
・
椹
沢
地
区	

高
橋　
　

代

飯
塚
・
椹
沢
地
区	

金
子　

宜
弘

滝
山
二
地
区	

志
田　
　

拡

	

熊
谷　

有
子

出
羽
・
明
治
地
区	

柴
田
由
紀
子

	

原
田
洋
一
郎

金
井
地
区	

門
脇　

孝
一

	

高
橋　
　

信

	

櫻
井　

愼
一

	

樋
口　

正
昭

	

伊
藤　

博
利

大
郷
地
区	

髙
橋　

和
男

	

草
苅　

保
紀

山
寺
・
高
瀬
地
区	

斎
藤　

照
雄

蔵
王
地
区	

佐
藤
美
喜
子

	

藤
田　

利
直

南
山
形
・
本
沢
地
区	

髙
野　

昭
英

	

阿
部　

良
一

	

山
田
三
枝
子

	

伍
嶋　

洪
太

南
沼
原
地
区	

髙
橋　

利
衛

	

鈴
木　

定
子

	

梅
津
す
み
子

　

五
月
の
日
差
し
が

眩
し
く
、
さ
わ
や
か
な

風
が
吹
く
こ
の
日
、

昨
年
か
ら
二
人
の
会

員
が
就
業
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
山
形
大
学

地
域
教
育
文
化
学
部

付
属
農
場
（
平
清
水
）

を
訪
ね
ま
し
た
。

　

そ
こ
は
教
育
農
場

と
い
う
こ
と
で
、
少

量
多
品
種
栽
培
を
目

的
と
し
、
栽
培
と
管

理
、
作
業
体
験
等
を

受
講
生
七
名
が
非
常
勤
講
師
（
齋
藤

博
行
氏
）
の
指
導
の
元
で
学
ん
で
い

る
。
臼
井
勲
・
山
田
正
男
会
員
は
四

月
か
ら
十
一
月
末
ま
で
の
間
、
通
常
、

週
五
日
を
毎
日
交
代
で
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
、
七
月
ま
で
は
毎

週
水
曜
日
は
一
緒
に
就
業
し
農
場
実

習
の
補
助
、
管
理
業
務
を
担
っ
て
い

る
。

　

こ
の
日
の
作
業
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
種
ま
き
。
二
人
は
こ
の
授
業
に
備

え
、
耕
耘
機
で
畑
を
耕
し
施
肥
を

行
っ
た
。
種
を
手
に
し
た
学
生
に
交

じ
っ
て
作
業
す
る
二
人
の
足
取
り
が

実
に
軽
い
。

　

『
若
い
学
生
さ
ん
と
一
緒
だ
か
ら

楽
し
い
よ
。
元
気
パ
ワ
ー
を
貰
っ
て

い
る
』
と
笑
う
顔
は
汗
が
び
っ
し
ょ

り
。
楽
し
い
会
話
も
弾
む
中
、
種
ま

き
の
指
導
の
後
は
水
や
り
、
鳥
よ
け

就業会員を訪ねて
臼井 勲・山田正男（山形大学付属農場）

の
寒
冷
紗
の
設
置
の
指
導
。
次
の
作
業
は

ト
マ
ト
の
支
柱
を
立
て
『
誘
因
は
８
の
字

に
』
と
専
門
用
語
が
と
ぶ
。

　

就
業
し
て
二
年
目
。
家
庭
菜
園
の
経
験

だ
け
で
は
や
り
こ
な
せ
な
い
業
務
。
昨
年

度
は
初
め
て
の
仕
事
と
あ
っ
て
大
変
だ
っ

た
が
、
齋
藤
講
師
の
指
導
の
元
で
今
年
の

作
業
は
大
変
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
と
い
う
。

講
師
か
ら
も
『
二
人
の
協
力
で
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
方

た
ち
で
す
。』
と
絶
賛
の
言
葉
を
頂
き
私

達
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　

収
穫
を
迎
え
た
時
は
、
午
前
中
に
収
穫

と
梱
包
、
数
量
を
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の

検
収
セ
ン
タ
ー
に
報
告
、
午
後
に
納
品
後

販
売
さ
れ
た
代
金
は
農
場
運
営
の
予
算
に

な
る
。

学
長
、
学
部
長
を
招
い
て
の
十
一
月
の
収

穫
際
に
は
、
学
生
と
一
緒
に
二
人
も
参
加

し
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
と
の
こ
と
。

　

こ
こ
は
、『
畑
仕
事
が
好
き
な
事
と
同

時
に
元
気

で
あ
る
こ

と
が
大
事

だ
よ
』
と

二
人
。
日

焼
け
し
た

手
と
す
が

す
が
し
い

顔
が
印
象

的
で
し
た
。

（
取
材
・

広
報
部
）

（４月１日～６月30日まで）
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（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

あ と が き
　

本
号
は
、
六
月
十
日
に
開
催
さ
れ

た
定
時
総
会
に
関
す
る
記
事
を
中
心

に
編
集
を
行
い
、
平
成
二
十
六
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成

二
十
七
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

等
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
改
選
に
伴
い
、
紙

面
に
て
新
役
員
の
方
々
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
長
瀬
理
事
長
は
じ
め
、
役

員
の
皆
様
と
会
員
と
が
一
緒
に
な
っ

て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発
展
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
部
会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で

活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
部
会
の
大
き
な
活
動
の
ひ
と
つ

に
「
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
」
の
編
集
、

発
行
が
あ
り
、
モ
ッ
ト
ー
は
「
会
員

に
よ
る
会
員
の
た
め
の
会
報
」
で
す
。

広
報
部
会
と
し
て
内
容
の
一
層
の
充

実
に
努
め
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
か

ら
も
参
画
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
趣
味
や
生
き
が
い
、

健
康
づ
く
り
、
就
業
に
関
す
る
こ
と
、

地
区
活
動
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
い

ろ
ん
な
場
面
、
内
容
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
・
原
稿
の
提
供
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
会
報
の
表
紙
用
写
真

の
募
集
記
事
も
載
せ
ま
し
た
。
是
非

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

U
R

L：
http://w

w
w

.sjc.ne.jp/yam
agatashi/

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

■
配
分
金
支
払
日

　
七
月
十
七
日
（
金
）

　
八
月
二
十
日
（
木
）

　
九
月
十
八
日
（
金
）

　

シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
よ
り
、
配
分
金
明

細
書
の
発
送
が
以
前
よ
り
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
支
払
日
前
日
ま
で
に
確
認
い

た
だ
け
る
よ
う
発
送
し
ま
す
が
、
何
卒
ご

了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
七
月
九
日
（
木
）　
十
六
日
（
木
）

　
　
　
二
十
三
日
（
木
）

　
八
月
六
日
（
木
）
二
十
日
（
木
）

　
　
　
二
十
七
日
（
木
）

　
九
月
十
日
（
木
）
十
七
日
（
木
）

　
　
　
二
十
五
日
（
金
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る

年
度
会
費
（
会
員
互
助
会
除
く
）
の
主
な

使
用
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

会
員
傷
害
保
険
料
（
一
人
あ
た
り
）

�

　
二
千
百
九
十
円

総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等�

九
百
円

�

（
う
ち
、
三
百
十
円
を
充
当
）

新
事
務
局
職
員
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�
垂
澤
ひ
と
み

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

渡
邉
　
裕
子

年
度
会
費
は

�

傷
害
保
険
料
に
充
当

事 

務 

局 

紹 

介

常
務
理
事
兼
事
務
局
長�

笹
原　

信
之

業
務
課
長　

�

　

平
田　

悦
一

業
務
係

係　

長　
　
　

�

　

武
田　

千
春

主　

事　
　
　
　

�

　

原
田　

弘
之

嘱
託
職
員　
　

�

　

角
田　

幸
恵

嘱
託
職
員　
　

�

　

吉
田　

和
志

総
務
係

係
長
（
兼
務
）　�

　
　

武
田　

千
春

主　

事　
　
　
　
　

�

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員　
　

�

米
山　

知
香

め
ん
こ
い
ひ
ろ
ば

�

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

�

　

斎
藤　

弘
子

　
　
　
　
　
　
　

�

　

小
笠
原
詩
織

　
　
　
　
　
　

�

垂
澤
ひ
と
み

　
　
　
　

�
　

渡
邉　

裕
子

■
就
業
相
談
日
（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
七
月
九
日
（
木
）

　
八
月
六
日
（
木
）

　
九
月
十
日
（
木
）


